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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】本発明は、光源ユニットと内視鏡の操作部との
相対位置が変化する回動操作の規制位置から、さらに過
大な力量が加わったときでも、高価な内視鏡本体側を破
壊させないようにした内視鏡装置を提供する。
【解決手段】本発明は、バッテリ型光源４を前記内視鏡
本体の操作部６に対して接続したとき、前記内視鏡本体
の操作部６に位置決めされる舌片２７ａに突き当てるこ
とで前記バッテリ型光源４の前記操作部６に対する相対
的な回動終端位置を規制する回転規制部３４ｅとを具備
し、前記バッテリ型光源４の前記操作部６に対して接続
する接続強度よりも前記舌片２７ａ及び回転規制部３４
ｅの少なくとも一方を形成する部材の機械的強度を小さ
く形成した内視鏡装置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被写体を照明する照明光を導光するライ
トガイドの入射端部を操作部に配置した内視鏡本体と、
前記内視鏡本体の操作部に接続可能に構成され、前記ラ
イトガイドに照明光を供給する光源を内蔵した光源ユニ
ットと、
前記光源ユニットを前記内視鏡本体の操作部に対して接
続する接続部と、
前記接続部に設けられ、前記内視鏡本体の操作部に対し
て相対的に回動するように前記光源ユニットを支持する
回動案内手段と、
前記接続部に設けられ、前記光源ユニットを前記内視鏡
本体の操作部に対して接続したとき、前記内視鏡本体の
操作部に位置決めされるストッパ部と、
前記光源ユニット側に設けられ、前記内視鏡本体の操作
部に対して相対的に回動し、前記ストッパ部に突き当る
ことで前記光源ユニットの前記操作部に対する相対的な
回動終端位置を規制する回転規制部とを具備し、
前記ストッパ部及び回転規制部の少なくとも一方のもの
を形成する部材の機械的強度が前記接続部の接続強度よ
りも小さく形成されたことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】  前記光源ユニットを前記内視鏡本体の操
作部に対して相対的に回動させることによって前記光源
の点灯／消灯を切り換える光源スイッチを有することを
特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】  前記光源ユニットに複数の回転規制部を
前記光源ユニットと前記操作部との相対的な回動方向に
配設したことを特徴とする請求項１または請求項２に記
載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、携帯使用に適する
内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡は医療や工業等の様々な分野で広
く用いられるようになったが、特に診断あるいは検査対
象部位が生体やプラント等の内部であるため、その内部
を照明する手段が必要であった。
【０００３】一般的な内視鏡では内視鏡とは別の外部装
置として光源装置を用意し、この光源装置内のランプの
出射光を内視鏡に設けたライトガイドファイバーに導光
するようにしている。このライトガイドファイバーに導
光された照明光は挿入部先端側の照明窓から出射し、検
査部位を照らす。この種の内視鏡用光源装置は商用電源
から供給される電源を利用して光源ランプを発光させる
ものである。
【０００４】これに対し、先行技術の例えば、特開２０
０１－１５７３６８号公報には、電源に乾電池を用いた
バッテリ型光源を内視鏡操作部に着脱自在に取り付けら
れるようにした内視鏡装置が示されている。このような
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バッテリ型光源が取り付けられる内視鏡は持ち運びが容
易であるとともに、電源の無い所での使用が可能になる
ので緊急時の使用などに最適である。
【０００５】前記バッテリ型光源に設けられているラン
プの点灯および消灯は、バッテリ型光源の接続部を内視
鏡操作部に一体的に取付けた後、前記バッテリ型光源本
体を前記内視鏡の操作部に対し回動させることにより行
い、外観から一見してランプがＯＮ状態であるか否かを
識別できるようにしている。そして、前記ＯＮ、ＯＦＦ
のスイッチ位置を前記回動操作時の相対位置が変化する
範囲の一方側および他方側の規制位置としている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記特
開２００１－１５７３６８号公報の内視鏡装置ではバッ
テリ型光源と内視鏡操作部との接続部における回動規制
強度と、前記バッテリ型光源内部のスイッチ回転規制部
の強度との相互関係に特別な配慮がなされていなかった
ので、バッテリ型光源と内視鏡操作部との接続強度が前
記スイッチ回動規制強度以下の場合、前記スイッチ操作
時に過大トルクがかかると内視鏡操作部のバッテリ型光
源接続部を破壊させる恐れがあった。
【０００７】特に、バッテリ型光源の性能向上を目論ん
で、組み合わせる電池を大型化してエネルギ容量をアッ
プさせたり、前記先行技術のように電池の残量表示回路
等の付加機能を盛り込むことによりバッテリ型光源本体
が大型化すると、スイッチ操作時に過大なトルクがかか
りやすくなるために、前記問題発生の確率が高くなって
いた。
【０００８】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、光源ユニットと内視鏡の操作部との相対位置が
変化する回動操作の規制位置から、さらに過大な力量が
加わったときでも、高価な内視鏡本体側を破壊させない
ようにした内視鏡装置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】請求項１に係る発明は、
被写体を照明する照明光を導光するライトガイドの入射
端部を操作部に配置した内視鏡本体と、前記内視鏡本体
の操作部に接続可能に構成され、前記ライトガイドに照
明光を供給する光源を内蔵した光源ユニットと、前記光
源ユニットを前記内視鏡本体の操作部に対して接続する
接続部と、前記接続部に設けられ、前記内視鏡本体の操
作部に対して相対的に回動するように前記光源ユニット
を支持する回動案内手段と、前記接続部に設けられ、前
記光源ユニットを前記内視鏡本体の操作部に対して接続
したとき、前記内視鏡本体の操作部に位置決めされるス
トッパ部と、前記光源ユニット側に設けられ、前記内視
鏡本体の操作部に対して相対的に回動し、前記ストッパ
部に突き当ることで前記光源ユニットの前記操作部に対
する相対的な回動終端位置を規制する回転規制部とを具
備し、前記ストッパ部及び回転規制部の少なくとも一方
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のものを形成する部材の機械的強度が前記接続部の接続
強度よりも小さく形成されたことを特徴とする内視鏡装
置である。
【００１０】請求項２に係る発明は、前記光源ユニット
を前記内視鏡本体の操作部に対して相対的に回動させる
ことによって前記光源の点灯／消灯を切り換える光源ス
イッチを有することを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡装置。
【００１１】請求項３に係る発明は、前記光源ユニット
に複数の回転規制部を前記光源ユニットと前記操作部と
の相対的な回動方向に配設したことを特徴とする請求項
１または請求項２に記載の内視鏡装置である。
【００１２】これらの構成により、万一過大力量で光源
ユニットの回動操作またはスイッチ切換え操作が行われ
ても内視鏡本体にダメージを与えることが無く、内視鏡
本体よりも安価で代替え可能なバッテリ型光源が先に壊
れるため、損害を最小限に食い止めることができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施形態について説明する。
【００１４】［第１実施形態］
（構成）図１ないし図１１は本発明の第１実施形態に係
わる図であり、図１は本実施形態に係る内視鏡装置全体
を示す斜視図、図２はバッテリ式光源プローブの縦断面
図、図３は内視鏡の操作部及びバッテリ型光源の接続部
の外観を示す説明図、図４はバッテリ型光源の全体を示
す斜視図、図５はバッテリ型光源のランプ室を主とする
部分の長手方向縦断面図、図６は内視鏡の操作部とバッ
テリ型光源との相対位置の違いによるバッテリ型光源の
スイッチ操作の説明図、図７はスイッチのオフ状態のス
イッチ位置を示す説明図、図８はスイッチのオン状態で
のスイッチ位置を示す説明図、図９はオン状態での他の
スイッチ位置を示す説明図、図１０はバッテリ型光源の
電源回路の構成を示す説明図、図１１はスイッチのクリ
ック機構を構成する部品の分解斜視図である。
【００１５】図１に示すように内視鏡装置１は、水密構
造の内視鏡２と、この内視鏡２に着脱自在に接続される
ライトガイドケーブル３と、この内視鏡２に着脱自在に
接続される水密構造のバッテリ型光源（光源ユニット）
４を備えた構成である。
【００１６】前記内視鏡２は細長の挿入部５と、この挿
入部５の基端に設けた操作部６と、この操作部６の後端
部に設けた接眼部７とで構成されている。前記挿入部５
は先端側から順に硬質の先端部８と、湾曲自在の湾曲部
９と、柔軟性を有する可撓管部１０とを連設して構成し
たものである。
【００１７】操作部６の側面には側方へ突き出すよう
に、熱伝導性の良好な部材で形成したライトガイド口金
１１が設けられている。このライトガイド口金１１には
前記ライトガイドケーブル３の接続部３ａが着脱自在に
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接続されたり、前記バッテリ型光源４の接続部１２が着
脱自在に接続される。
【００１８】前記操作部６には術者が把持する把持部１
３が設けられている。この把持部１３の後方側には前記
ライトガイド口金１１、前記湾曲部９の湾曲操作を行う
湾曲操作レバー１４および吸引操作を行う吸引ボタン１
５が設けられている。吸引ボタン１５の基端付近には前
記操作部６から前記挿入部５の内部を通り、前記挿入部
５の先端部８に開口した図示しない吸引チャンネルに連
通する吸引口金１６が突き出している。
【００１９】この吸引口金１６は図示しないチューブを
介して吸引装置（図示せず）に接続されるようになって
おり、吸引口金１６に吸引装置を接続した状態で吸引ボ
タン１５を適宜操作することによって、図示しない吸引
チャンネルおよび吸引口金１６を介して体腔内の液体な
どを吸引排出することができる。
【００２０】また、把持部１３の前方側には前記吸引チ
ャンネルに連通する鉗子挿入口１７が斜めに突き出すよ
うに設けられている。通常、鉗子挿入口１７には図示し
ない鉗子栓が装着されていて、鉗子挿入口１７はその鉗
子栓により閉塞された状態にある。また、鉗子挿入口１
７の反対側に位置する把持部１３の部位には例えば通気
口金１９が設けられていて、この通気口金１９から内視
鏡２の内部に空気を送り込むことによって水中に浸漬し
た内視鏡２から発生する気泡の有無により内視鏡２の水
漏れ検査を行えるようになっている。
【００２１】前記挿入部５内には照明光を導光（伝送）
する図示しないライトガイドファイバが挿通されてい
る。このライトガイドファイバは前記操作部６の内部で
屈曲され、ライトガイドファイバの基端部（後端）は前
記ライトガイド口金１１内に固定されることにより、前
記ライトガイドファイバの入射端面をライトガイド口金
１１に配置している。一方、ライトガイドファイバの先
端は前記挿入部５の先端部８に設けた照明窓２０に固定
されている。
【００２２】図３に示すように、前記ライトガイド口金
１１の外周部には接続筒５１が設けられ、この接続筒５
１の外周面には接続用の雄ネジ部５１ａが設けられてい
る。この雄ネジ部５１ａには前記ライトガイドケーブル
３の接続部３ａまたはバッテリ型光源４の接続部１２の
外周側にそれぞれ回動自在に設けられている接続環３
ｃ，２４の内周面に形成されている雌ネジ部が螺合し
て、内視鏡２とライトガイドケーブル３または内視鏡２
とバッテリ型光源４とが一体的に接続されるようになっ
ている。
【００２３】図３ないし図５に示すように、前記バッテ
リ型光源４の接続環２４は前記雌ネジ部が形成されてい
るネジ本体２４ａと、そのネジ本体２４ａの外周を被覆
するゴムなどの低熱伝達性で弾性を有する素材で形成さ
れたネジカバー２４ｂとで構成されている。このネジカ
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バー２４ｂの先端側端部はネジ本体２４ａの先端よりも
先端側に延長して突き出しており、そのネジカバー２４
ｂの内周面には凸部２４ｃが一体に形成されている。
【００２４】そして、前記内視鏡２と前記バッテリ型光
源４とを連結するときは図３に示すように前記ライトガ
イド口金１１の接続筒５１に設けられている指標４９
と、バッテリ型光源４に設けられている指標４ａとを一
致させてライトガイド口金１１にバッテリ型光源４を取
り付ける。この指標による位置合わせによって、バッテ
リ型光源４に設けられている位置決めピン２６がライト
ガイド口金１１の接続筒５１に設けられているピン受け
部２５に係入し、ライトガイド口金１１と一定した位置
関係でバッテリ型光源４の接続部１２が位置決めされ
る。
【００２５】この位置決め状態で接続環２４を所定方向
に回転させてネジ本体２４ａの内周面に形成されている
雌ネジ２４ｄと接続筒５１の雄ネジ部５１ａとを螺合す
る。この固定によって、内視鏡２とバッテリ型光源４と
が一体的に連結され、接続環２４の内周側の金属などの
剛体から成る接続口金２７に設けた水密リング２８が接
続筒５１の内周面に密着して連結部における水密が確保
される。
【００２６】尚、前記位置決めピン２６および接続筒５
１は金属などの剛体より成り、さらに前記位置決めピン
２６は前記接続口金２７に一体的に固定され、前記接続
筒５１は操作部６の内部を構成する金属部材に一体的に
固定されるので、前記内視鏡２とバッテリ型光源４の接
続部における回転方向の規制は強固なものとなる。この
ときの、前記接続状態における回転方向に抗する強度は
後述のスイッチ操作などの実使用を想定した時にかかる
トルクに対し充分余裕をもった固定強度を有するよう、
各部品の材質、厚みを設定する。
【００２７】また、前記接続環２４と前記接続筒５１の
螺合が完了する際、前記ネジカバー２４ｂの内周面に成
形された凸部２４ｃが操作部６の側面から突設した口金
台座６ｃの外周面に弾性力をもって当接する。このこと
により、接続環２４と接続筒５１との螺合固定状態が容
易に緩まないようになっている。
【００２８】また、この螺合固定の作業中は照明ランプ
２１が点灯しないようにバッテリ型光源４をＯＦＦ状態
にしておく。ここでは図６の一点鎖線に示す位置関係、
つまりバッテリ型光源４の光源本体３０を内視鏡２の長
手軸方向に対して平行な位置関係にしておく。また、こ
のＯＦＦ状態を基準にして、正、逆方向に９０゜回転し
て図６の実線または破線に示すいずれの位置に光源本体
３０を配置すれば、前記照明ランプ２１が点灯するＯＮ
状態になるようになっている。
【００２９】従って、前記ライトガイド口金１１に例え
ばバッテリ型光源４を装着して、図６の実線または破線
で示す位置に前記光源本体３０が配置されることによ
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り、このバッテリ型光源４の内部に設けられた照明ラン
プ２１が発光する。すると、この照明ランプ２１の照明
光はバッテリ型光源４内の集光レンズ２２（図５参照）
で集光され、ライトガイド口金１１のライトガイドファ
イバ光入射端面に設けられている透明のガラス部材から
成るライトガイドカバー（図示せず）を通って内視鏡２
のライドファイバ束に供給され、このライトガイドファ
イバにより内視鏡２の先端部まで導光されて、前記先端
部８の照明窓２０から前方側に向かって出射されて検査
部位を照らす。
【００３０】一方、図１に示したライトガイドケーブル
３の後端部に設けられたライトガイドコネクタ３ｂは図
示しない既存の光源装置に接続される。したがって、こ
のライトガイドコネクタ３ｂを光源装置に接続すること
によって、光源装置の内部に設けられている照明ランプ
（図示せず）からの照明光がライトガイドコネクタ３
ｂ、ライトガイドケーブル３内の図示しないライトガイ
ドファイバおよび接続部３ａを介して内視鏡２のライト
ガイドファイバに供給される。このようにライトガイド
ケーブル３を内視鏡２に接続することにより、通常の内
視鏡の場合と同様にして、光源装置に接続して内視鏡検
査を行うことができる。
【００３１】次に、内視鏡２の接続筒５１に接続環２４
によって着脱自在に接続されるバッテリ型光源４の構成
を具体的に説明する。
【００３２】バッテリ型光源４は図４に示すように、光
源本体３０と、この光源本体３０に対し例えば蝶番式で
開閉自在に連結された蓋体３１と、前記光源本体３０に
装着可能な照明ランプ２１を保持するランプ装着部材と
してのランプホルダ３２とで構成されている。
【００３３】前記蓋体３１を開放することによって乾電
池３３の交換を行え、また、前記ランプホルダ３２を光
源本体３０から取り外すことによって照明ランプ２１の
交換を行えるようになっている。尚、本実施形態ではバ
ッテリ型光源４の電源として２本の乾電池３３（例えば
単３形ニッケル水素充電池）を使用している。
【００３４】前記光源本体３０は電気的絶縁性の樹脂製
部材で形成された外装部材３４を備え、この外装部材３
４に前記乾電池３３を収納するバッテリ収納部３５と照
明ランプ２１を収納するランプ室３６とが形成されてい
る。
【００３５】前記バッテリ収納部３５の内部には使用す
る乾電池３３の残量を検出する残量検出回路４７が設け
られ、この残量検出回路４７による検出結果を、複数の
ＬＥＤ２９を点灯させて術者に乾電池３３の残量を告知
するようになっている。図３に示すように、前記外装部
材３４の前記ＬＥＤ２９と対向する位置にＬＥＤ２９の
光を透過する複数の表示窓３７を配置して残量表示部３
８を構成している。尚、前記ＬＥＤ２９による表示手段
は、色、数等自由に組み合わせて、術者が視認しやすい
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7
ようにしても良い。また、液晶により例えばバーグラフ
的に表示しても良い。
【００３６】さらに、前記バッテリ収納部３５内に２本
の乾電池３３を収納して蓋体３１を閉めたとき、乾電池
３３は後述するコイルバネ４４の弾性力によって付勢さ
れ、導電性の良好な板材で形成された導電板４１に接触
して直列に接続される。このため、２本の乾電池３３を
装填する際の向きは互いに異なっている。
【００３７】図４に示すように、前記蓋体３１には固定
爪３１ａが設けてある。前記外装部材３４には前記蓋体
３１を閉状態にしたとき、前記固定爪３１ａに係合する
ロック爪４２が設けてある。このロック爪４２は外装部
材３４に対し回動する開放レバー４３に回動自在に設け
られている。このため、このロック爪４２は開放レバー
４３の動作に連動して固定爪３１ａに対して固定した状
態、または開放した状態になる。つまり、前記蓋体３１
はいわゆるバックル式のロック機構によって光源本体３
０に一体的に固定される。
【００３８】前記蓋体３１の内周面にはパッキン４６が
設けられていて、この蓋体３１を閉状態にしたとき、前
記パッキン４６がバッテリ収納部３５の開口部に密着し
てバッテリ収納部３５を水密を保持する。
【００３９】また、前記良導電性素材よりなる２つのコ
イルバネ４４は前記バッテリ収納部３５の底部に配置さ
れて電源回路４５に接続されており（図５参照）、直列
につながれた前記乾電池３３の電力が前記電源回路４５
に供給される。この電源回路４５には乾電池３３の電圧
を、照明ランプ２１の定格電圧に変換する変圧回路３９
が搭載されている。
【００４０】また、図５に示す如く、前記電源回路４５
とランプ室３６との間の領域には弾性力を有する複数の
導電接点板４０ａ，４０ｂ，４０ｃが配置されている。
これらの導電接点板４０ａ，４０ｂ，４０ｃはその基端
部分をランプ室３６の周辺の外装部材３４にねじ止め固
定され、他端部がランプ室３６側へ突き出している。
【００４１】導電接点板４０ａの突出し端部は後述する
スイッチ操作によりその弾性範囲内で変形してランプ収
納筒５０の外側に設けた絶縁ブロック５２に乗り降りす
るように設けられており、その突出し端部が図７（ｂ）
に示すように、絶縁ブロック５２に乗り上げた状態では
導電接点板４０ａと導電接点板４０ｂとが切り離され、
スイッチＯＦＦ状態になる。また、図８（ｂ）および図
９（ｂ）に示すように、導電接点板４０ａが絶縁ブロッ
ク５２から降りた状態ではその導電接点板４０ａと導電
接点板４０ｂとが押圧接触してスイッチＯＮ状態にな
る。
【００４２】前記絶縁ブロック５２に摺接する導電接点
板４０ａはそのエッジ部がその絶縁ブロック５２を削ら
ないように先端近傍部分を幅広に形成してある。また、
前記絶縁ブロック５２は前記導電接点板４０ａのエッジ
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部分に対してその中央寄りに位置して摺動凸部５２ａが
形成されている。このように摺動凸部５２ａを設けたこ
とにより前記導電接点板４０ａの中央部分に摺動凸部５
２ａが当接させるようにして削りカス発生による接点の
接触不良などを極力防止するようにしている。この導電
接点板４０ａの幅広の先端部は前記導電接点板４０ｂと
の接触部分でもある。
【００４３】尚、前記絶縁ブロック５２の素材としてポ
リアセタール樹脂などの耐摩擦磨耗性および自己潤滑性
のある素材を使用し、摺動面が常に滑らかな状態を保つ
ようにする。
【００４４】前記導電接点板４０ｂは後述するスイッチ
操作に拘わらず、良導電素材からなるランプ収納筒５０
の外周に常に押圧して接触している。そして、ランプ収
納筒５０および導電接点板４０ａとの接触部分である導
電接点板４０ｂの端部は導電接点板４０ａよりも幅広に
形成されている。さらに、図５に示すように、両導電接
点板４０ａ，４０ｂの端部は互いに重なり得る同じ位置
に配置されると共に、導電接点板４０ａの端部は導電接
点板４０ｂの端部の外側に配置される。
【００４５】そして、スイッチ操作がＯＦＦのときはそ
の導電接点板４０ｂの幅広の端部の一部分が絶縁ブロッ
ク５２の下に潜り込み、つまり、ランプ収納筒５０の外
周との間に設けられた隙間に収まり、両導電接点板４０
ａ，４０ｂが離れるようになっている。
【００４６】図５に示すように、前記導電接点板４０ｃ
は突出し端部を幅広に形成し、この幅広の突出し端部を
屈曲させて形成した屈曲部４０ｄをランプ室３６の内部
に入り込ませて配置している。この導電接点板４０ｃの
屈曲部４０ｄはランプホルダ３２をランプ室３６に装着
したとき、ランプホルダ３２に設けたランプ接点バネ５
５のリング形状部５５ａに押圧接触する。
【００４７】また、本実施形態における乾電池３３はニ
ッケル水素充電池で、単電池当り、１．２Ｖの起電力を
有する。このため、図１０に示すように、２個の乾電池
３３を直列につなぐことで、２．４Ｖの電源電圧にな
る。この乾電池３３の陽極側は変圧回路３９に接続さ
れ、陰極側は前記導電接点板４０ａに接続されている。
前記導電接点板４０ａが接触する導電接点板４０ｂは前
記変圧回路３９に接続され、導電接点板４０ａと導電接
点板４０ｂとが接触した状態で変圧回路３９への電源供
給回路が構成される。また、前記導電接点板４０ｂ，４
０ｃは照明ランプ２１（定格電圧４．８Ｖ）の電極にそ
れぞれ電気的に接続されている。導電接点板４０ｂ，４
０ｃは変圧回路３９の出力ラインである。このような回
路構成によって、前記導電接点板４０ａがスイッチ操作
されることにより変圧回路３９が起動し、４．８Ｖに昇
圧した電力が照明ランプ２１へ供給される。
【００４８】尚、前記導電接点板４０ｂは、乾電池３
３、変圧回路３９のループおよび変圧回路３９、照明ラ
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ンプ２１のループに対する共通のグランドとなってい
る。
【００４９】また、図示しないが、前記電源回路４５と
前記残量検出回路４７はＬ字型に接合され、残量検出回
路４７の起電力は前記電源回路４５より供給されるよう
になっている。
【００５０】一方、図４に示すように、ランプホルダ３
２は電気的絶縁性の例えば樹脂素材で太径部と細径部と
を設けて形成したホルダ本体７０と、前記ホルダ本体７
０の太径部外周に配置された水密リング５６と、前記ホ
ルダ本体７０細径部に嵌合配置されるリング形状部５５
ａおよびこのリング形状部５５ａから前記照明ランプ２
１の基端側電極にバネ弾性力をもって当接する腕部５５
ｂを備えたランプ接点バネ５５とで構成されている。
【００５１】前記ホルダ本体７０の細径部の根本側外周
には前記外装部材３４に対し一体的に固定された雌ネジ
部ブロック６６（図５参照）に螺合する雄ネジ部７０ａ
が形成されている。この雄ネジ部７０ａのネジ形状はネ
ジの山が台形な所謂、台形ネジとして形成されている。
このため、雌ネジ部ブロック６６に前記ランプホルダ３
２を強くねじ込んでいった場合でも螺合状態が強く食い
付いた状態になることが無く、ランプホルダ３２の着脱
を常にスムーズに行える。
【００５２】尚、前記ホルダ本体７０および前記雌ネジ
部ブロック６６はいずれも非導電性部材より成る。ま
た、ホルダ本体７０の素材の硬度を雌ネジ部ブロック６
６のそれより小さいものを用いたり、前記雄ネジ部７０
ａのネジ山の幅を雌ネジ部ブロック６６のそれよりも小
さく成形したりすることで、万一、過大な力量でねじ込
まれた場合、雄ネジ部７０ａが先に破壊するようにし
て、安価な交換部品であるランプホルダ３２の交換で対
応できるようにしている。
【００５３】前記ホルダ本体７０の細径部における先端
部端部には管状部分に複数のスリットを設けて形成した
ランプ固定爪部７０ｂが設けられており、このランプ固
定爪部７０ｂの端部の内周面には前記照明ランプ２１の
取付け部の外周面にリング状に突出したランプ凸部２１
ａが係止するランプ係止部７０ｃ（図５参照）が形成さ
れている。
【００５４】前記ランプ固定爪部７０ｂの内周側の径寸
法はこれに係合する照明ランプ２１の基端部の取付部外
径寸法より僅かに大きく設定され、かつランプ係止部７
０ｃは図５に示す照明ランプ２１のランプ凸部２１ａと
段付き部２１ｂとの間に位置する状態に設けられてい
る。このため、照明ランプ２１をランプホルダ３２に装
着したとき、照明ランプ２１はこの照明ランプ２１の光
軸方向周りに自由に回転可能であり、かつランプ光軸方
向にも移動可能である。
【００５５】前記ランプ係止部７０ｃよりも後方位置に
はランプ接点バネ５５の腕部５５ｂが配置され、その腕
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部５５ｂは前方側へバネ付勢されるようになっているの
で、ランプ凸部２１ａがランプ係止部７０ｃを乗り越え
て保持された状態（このとき、前記雌ネジ部ブロック６
６にランプホルダ３２を取り付けていない状態とする）
ではこの腕部５５ｂの付勢力によってランプ係止部７０
ｃにランプ凸部２１ａが当接するように保持される。一
方、この腕部５５ｂの付勢力に抗する力が加わった場合
にはランプ凸部２１ａをランプ固定爪部７０ｂの深部側
へ移動させることができるようになっている。
【００５６】前記ランプ凸部２１ａの外径寸法はランプ
係止部７０ｃの内周面の径寸法よりも僅かに大きく、こ
れを押し広げるようにして押し込むことができる。この
ときにクリック感を生じさせることによって作業者はラ
ンプ装着作業が確実に行われたことを認識できる。
【００５７】尚、前記照明ランプ２１を保持したランプ
ホルダ３２を雌ネジ部ブロック６６に螺合し、照明ラン
プ２１がランプ収納筒５０内部のランプ当接部５０ａに
当接し、かつランプホルダ３２の螺合が完了した装着状
態のとき、ランプ係止部７０ｃが照明ランプ２１のラン
プホルダ３２に対する光軸方向の移動範囲内であるラン
プ凸部２１ａと段付き部２１ｂの間に収まるように各々
の寸法を設定している。
【００５８】また、前記ランプ係止部７０ｃによる照明
ランプ２１のランプ凸部２１ａの係合はランプ接点バネ
５５の腕部５５ｂのバネ力より強い力で係合するように
なっている。
【００５９】前記ランプ接点バネ５５の腕部５５ｂは前
記ランプ固定爪部７０ｂのスリットを通ってホルダ本体
７０の略中央まで延出しており、照明ランプ２１をラン
プホルダ３２に装着したとき、前記腕部５５ｂが前記照
明ランプ２１の底部にある一方の電極に弾性力をもって
当接する。
【００６０】また、ホルダ本体７０の基端には図５に示
すように、コイン等が差込み可能な溝部７０ｄが形成さ
れ、この溝部７０ｄにコイン等を係入させてホルダ本体
７０を回転させることによって、ホルダ本体７０の着脱
操作ができるようになっている。また、ランプホルダ３
２を雌ネジ部ブロック６６に螺合装着したとき、前記水
密リング５６によって、バッテリ型光源４内部の水密が
保持される。
【００６１】照明ランプ２１は電極の一方をなす金属製
の筒体２１ｃの外周部に、そのランプ前端側付近を露出
させるようにして非導電性で熱を伝えにくい樹脂チュー
ブ５７を被覆している。
【００６２】図５は照明ランプ２１を装着したランプホ
ルダ３２を、バッテリ型光源４に装着し、照明ランプ２
１を点灯させた状態でのランプ室３６付近を示す。本実
施形態においてＯＮ状態スイッチ位置は２箇所であり、
この図５のＢ－Ｂ線に沿う断面である図８（ｂ）の状態
および図９（ｂ）で示す状態がそれらのＯＮ状態であ
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る。このときのバッテリ型光源４は全体構成を示す図６
での実線および破線で示す位置でもある。
【００６３】このＯＮ状態からＯＦＦ状態にスイッチを
切り替える場合は以下に説明するランプ収納筒５０に対
して、外装部材３４をそれぞれ正・逆方向に９０゜回転
させて、図７（ｂ）の状態にする。これによって照明ラ
ンプ２１が消灯するＯＦＦ状態にスイッチが切り替わ
る。
【００６４】前記ランプ室３６の内部には導電性の良好
な素材で形成された略円筒形状のランプ収納筒５０が配
置されている。このランプ収納筒５０の基端部はフラン
ジ形状をしており、このフランジ部分には弾性を有し、
外装部材３４との摺動抵抗を増加させるリング４８が装
着されている。ランプ収納筒５０は外装部材３４との間
にリング４８を挟んで外装部材３４に対して回動自在に
配置されている。また、ランプ収納筒５０の外周には導
電接点板４０ａを弾性変形させる絶縁ブロック５２が所
定の位置に位置して固定されている。この固定位置は後
述する照明ランプ２１の点灯をＯＮ・ＯＦＦさせるスイ
ッチ位置に対応している。
【００６５】前記ランプ収納筒５０の内孔の略中央部は
照明ランプ２１の筒体２１ｃの外周が略ぴったりと嵌挿
される寸法に形成され、そのランプ収納筒５０の前側端
部内周の所定位置には照明ランプ２１の筒体２１ｃの前
端周縁部が当接して照明ランプ２１を位置決めする位置
決め部となるランプ当接部５０ａが突き出し形成されて
いる。尚、前記筒体２１ｃは前記照明ランプ２１の底部
側に設けられた一方の電極に対する他方の電極になって
いる。
【００６６】図１１に示すように、外装部材３４のラン
プホルダ装着口３４ｂに嵌入されるランプ収納筒５０の
一端部の外周にはそのランプホルダ装着口３４ｂとは反
対側の開口部からクリック機構部を構成するための円盤
状のクリック板５８、スプリング５９、接続口金２７の
順で挿嵌される。また、前記接続口金２７には位置決め
ピン２６がこの接続口金２７の内側面より突出するよう
に一体的にネジ固定されているので（図５参照）、前記
位置決めピン２６の突出部２６ａを前記ランプ収納筒５
０の端部に設けた切り欠き部５０ｂに係入させて接続口
金２７をランプ収納筒５０にスライド嵌入させる。前記
クリック板５８の外周部には略コの字形のスリット５８
ａが切り欠き形成されており、このスリット５８ａに前
記接続口金２７の基端部側からその円筒部分の一部を延
出させた舌片２７ａを通過させて組み付ける。
【００６７】さらに、内視鏡２のライトガイド口金１１
が挿入される円筒内空底部に集光レンズ２２が水密的に
接着固定されたレンズ保持筒６０がランプ収納筒５０に
螺合することによって前記接続口金２７がランプ収納筒
５０に一体的に固定される。
【００６８】前記ランプホルダ装着口３４ｂには前記雌
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ネジ部ブロック６６を嵌合固定し、外装部材３４に嵌入
した接続口金２７の基端部側には水密リング６１を設け
て水密な構造にしている。レンズ保持筒６０の先端側外
周と接続口金２７との間に水密リング６２を介挿してこ
の部分の水密を確保する構成になっている。
【００６９】このような状態で、前記クリック板５８は
前記スプリング５９のバネ弾性力により、外装部材３４
の内周面の２個所に設けられた２つの突起部３４ｄによ
って常に付勢される（図１１および図７（ａ）参照）。
【００７０】前記クリック板５８は前記スプリング５９
の付勢力に抗する方向に対して移動できるようになって
いる。また、図１１および図７（ａ）で示すように、こ
のクリック板５８には前記突起部３４ｄと同じ角度位置
（２個所）に対応して２つの溝部５８ｂが形成されてお
り、スイッチ操作によって図７（ａ）で示すように前記
突起部３４ｄが溝部５８ｂに落ち込むことによって、ク
リック感が出るようになっている。
【００７１】前記突起部３４ｄは前記接続口金２７の嵌
入する内径寸法よりも内側に突き出した段付き状に形成
され、所定の角度に設けられている。そして、この突起
部３４ｄの内側に突き出した段付き部の一側面は前記接
続口金２７の舌片２７ａが当接する回転規制部３４ｅに
なっている。
【００７２】前記突起部３４ｄは図１１に示す如く、樹
脂製の外装部材３４の一部によって形成され、この突起
部３４ｄに当接する金属などの剛体からなる前記舌片２
７ａよりも強度的に劣るように設定されている。この突
起部３４ｄの機械的強度はこの突起部３４ｄの幅を適宜
変更することで設定が可能であり、スイッチ操作時に舌
片２７ａが回転規制部３４ｅに加える通常の衝撃力に耐
える寸法設定とする。ただし、回転規制部３４ｅを形成
する前記突起部３４ｄの強度は前記接続口金２７と内視
鏡操作部６を接続する接続部１２の接続強度を越えない
ようにする。
【００７３】以上の回転規制構造によって、ランプ収納
筒５０を軸として外装部材３４を回動するとき、所定の
角度範囲内で外装部材３４が回動するように規制する。
本実施形態においてはクリック固定位置をＯＦＦ状態ス
イッチ位置とし、このクリック固定位置を中心として正
・逆方向にそれぞれ９０゜の範囲で回動して規制位置で
あるＯＮ状態スイッチ位置に移動する構成になってい
る。この回動角度を適宜変更することは可能である。
【００７４】尚、前記ランプ室３６周辺の外装部材３４
の外表面には大気との接触面積を増やすための凹凸部６
７が形成され、この凹凸部６７の表面によって照明ラン
プ２１から発する熱を効率的に外部に放出させるように
している。
【００７５】また、本実施形態の内視鏡装置１はその内
視鏡２の前記鉗子挿入口１７から前記吸引チャンネルに
バッテリー式光源プローブ１００を挿通して使用できる
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ようにした。
【００７６】このバッテリー式光源プローブ１００は図
１に示すように、ライトガイドプローブ部１０１とバッ
テリ型光源本体部１０２とから構成される。ライトガイ
ドプローブ部１０１は図２に示すように、光を伝送する
ライトガイドファイバー１０３と、前記ライトガイドフ
ァイバー１０３の先端に設けられた照明窓１０４と、前
記ライトガイドファイバー１０３を保護するために、そ
のライトガイドファイバー１０３の外周に設けられたチ
ューブ１０５とから構成される。
【００７７】前記バッテリ型光源本体部１０２は同じく
図２に示すように、内部に電池１０６とランプ１０７を
備えた光源本体部１０８を有し、この光源本体部１０８
の後端には同軸上に回転させることで、ＯＮ－ＯＦＦ操
作が出来るスイッチ部１０９が設けられている。光源本
体部１０８の前端には前記ライトガイドプローブ部１０
１を固定する固定部１１１が設けられている。光源本体
部１０８の前端部外周には内部にネジが切られ、このネ
ジ部１１２を前記内視鏡２の鉗子挿入口１７にねじ込ん
で取り付けることが可能な環状の取付部１１３が設けら
れている。
【００７８】（作用）本実施形態のバッテリ型光源４の
作用について説明する。まず、図４に示す様に光源本体
３０の蓋体３１を開き、バッテリ収納部３５内に２本の
乾電池３３を互いの極性を逆にして収納し、前記蓋体３
１を閉じる。その後、開放レバー４３を動かしながらロ
ック爪４２を前記蓋体３１の固定爪３１ａに係合させ、
前記開放レバー４３を外装部材３４の側面側に倒し、ロ
ック爪４２で蓋体３１を光源本体３０側に引き寄せるよ
うにして固定する。このことにより、蓋体３１に設けた
パッキン４６がバッテリ収納部３５の開口部に密着して
バッテリ収納部３５を水密状態に閉じる。
【００７９】次に、照明ランプ２１の基端側を図５で示
されるランプホルダ３２のランプ固定爪部７０ｂにクリ
ック感を持って差し込む。そして、前記ランプホルダ３
２の溝部７０ｄに、コイン等を嵌め込み係止して前記ラ
ンプホルダ３２を回転させ、ランプホルダ３２の雄ネジ
部７０ａの部分を外装部材３４の雌ネジ部ブロック６６
に螺合させる。このことによって、光源本体３０のラン
プ室３６に照明ランプ２１が装填される。
【００８０】このとき、前記ランプホルダ３２の外装部
材３４へのランプホルダ３２の螺合装着が完了する前に
照明ランプ２１の他方の電極である先端側周縁部をラン
プ収納筒５０に設けた位置決め用のランプ当接部５０ａ
に当接させて位置決めする。すなわち、照明ランプ２１
のランプ凸部２１ａがランプ係止部７０ｃに当接した状
態で、ランプホルダ３２を外装部材３４へ螺合する。
【００８１】前記ランプ当接部５０ａは照明ランプ２１
からの出射光を最も効率よく内視鏡のライトガイドファ
イバ入射端に集光させる位置に前記照明ランプ２１を位
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置決めする機能を有している。このとき、ホルダ本体７
０は外装部材３４に一体的に固定され、変圧回路３９の
出力につながる導電接点板４０ｃが図５に示すようにラ
ンプ接点バネ５５のリング形状部５５ａに弾性的に接触
する。さらに、前記照明ランプ２１の装填状態でのラン
プ室３６の内部は水密リング５６によって水密な状態に
なっている。
【００８２】続いて、内視鏡２のライトガイド口金１１
に前記バッテリ型光源４の接続部１２を接続する。これ
により、内視鏡操作部６の接続筒５１と前記接続部１２
の接続口金２７が一体的に固定されるとともに、この接
続口金２７と一体化したランプ収納筒５０までが前記内
視鏡操作部６に一体的に固定される。
【００８３】そして、前記バッテリ型光源４が図６の一
点鎖線に示す位置（内視鏡操作部６に重なる位置）にあ
るときはランプ点灯スイッチがＯＦＦ位置であり、この
状態においては図７（ｂ）に示すように導電接点板４０
ａが絶縁ブロック５２に乗り上げて導電接点板４０ａ，
４０ｂ同士が切り離された状態にあり、このため、変圧
回路３９は起動しない。つまり、照明ランプ２１は点灯
しない。このランプ消灯状態では残量検出回路２５への
電源供給も行われないので、残量表示部３８による残量
表示も行われない。
【００８４】加えて、同じく、このランプ点灯スイッチ
がＯＦＦ状態における接続口金２７の舌片２７ａは図７
（ａ）に示すように、２つの回転規制部３４ｅの中間位
置にあり、同時に、クリック板５８の溝部５８ｂに突起
部３４ｄが嵌め込み係合する位置にある。すなわち、バ
ッテリ型光源４の光源本体３０がクリック機構部によっ
て保持された状態であり、その保持位置に、スイッチＯ
ＦＦの機能を割り付けている。
【００８５】次に、スイッチをＯＮ状態にする場合は、
バッテリ型光源４の光源本体３０を操作部６に対して回
動させ、図６で示す実線位置（ａ）または破線位置
（ｃ）に位置させる。尚、残量表示部３８が接眼部７側
に向く回転方向を正方向とする。このとき、ランプ収納
筒５０を軸にして回動する外装部材３４の回動範囲は図
８（ａ）に示すように舌片２７ａに当接する回転規制部
３４ｅにより決められる。本実施形態においてはＯＦＦ
位置から略９０゜回動する角度に設定してある。
【００８６】また、前記舌片２７ａと前記回転規制部３
４ｅの突き当て状態から万一過大なトルクが加わった場
合は前記内視鏡操作部６と前記接続部１２との接続部材
が破壊する前に、前記舌片２７ａに当接している突起部
３４ｄが先に破壊する。ただし、この場合はスイッチＯ
Ｎ位置での回動規制が無くなるだけで、スイッチの主機
能には影響がないため、内視鏡装置の使用が即中断され
ることはない。
【００８７】また、図８（ｂ）に示すように、正方向の
ＯＮ状態においては前記導電接点板４０ａは絶縁ブロッ
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ク５２から降りた状態になって前記導電接点板４０ｂに
接する。このＯＮ状態では乾電池３３からの電力が変圧
回路３９に供給され、定格電圧に昇圧された電力が照明
ランプ２１に供給される。すなわち、変圧回路３９、導
電接点板４０ｃ、ランプ接点バネ５５、照明ランプ２
１、ランプ収納筒５０、導電接点板４０ｂ、変圧回路３
９からなる閉回路が構成されて、前記照明ランプ２１が
点灯する。
【００８８】また、前記照明ランプ２１の点灯と同時
に、残量検出回路２５も起動して乾電池３３の出力電圧
値などをモニタし、その電圧値から電池残量を換算して
随時残量表示部３８に表示する。
【００８９】前記照明ランプ２１から出射された照明光
は集光レンズ２２により集光され、内視鏡２のライトガ
イド口金１１に配置されたライトガイドファイバに効率
よく入射される。そして、このライトガイドファイバに
入射した照明光はその先端側に伝送され、照明窓２０か
ら前方側に出射されて、挿入部５が挿入された体腔内の
患部等の被写体を照明する。この照明光で照明された被
写体の光学像は対物レンズ２３によりイメージガイドフ
ァイバの先端面に結像されて、そのイメージガイドファ
イバの基端側に伝送され、接眼部７を覗くことにより観
察されて、患部等の内視鏡診断などを行うことが出来
る。
【００９０】このとき、前記照明ランプ２１が点灯中に
発生する熱はランプ収納筒５０に伝わり、さらに、接続
部１２から内視鏡２のライトガイド口金１１および接続
筒５１へと伝わる。そして、ライトガイド口金１１およ
び接続筒５１から操作部６の内部金属部品へと熱が拡散
していく。
【００９１】尚、集光効率をさらに向上させるため、前
記照明ランプ２１のガラス球自体にレンズ状の厚みを持
たせ、照明ランプ２１から出射される光をよりスポット
光線に近いものにしても良い。
【００９２】観察終了後に、光源本体３０をＯＦＦ位置
に回動させると、クリック機構によってＯＦＦ位置に位
置決め固定されるとともに、導電接点板４０ａが絶縁ブ
ロック５２に乗り上げられて照明ランプ２１および残量
表示部３８が同時に消灯状態になる。
【００９３】一方、光源本体３０を内視鏡２に対して、
例えば、上述とは逆方向に回動させて、図６の破線に示
す位置（ｃ）に配置して、第２のランプをＯＮ状態に設
定することもできる。このとき、ランプ収納筒５０を軸
にして回動する外装部材３４の回動範囲は、舌片２７ａ
とこれに当接する回転規制部３４ｅにより決められてお
り、ＯＦＦスイッチ位置から略９０゜の回転角に設定し
てある。したがって、内視鏡２の操作部６に対する光源
本体３０の回動角度はＯＦＦスイッチ位置を中心にした
場合、正、逆それぞれ９０゜、すなわち計１８０゜が全
回動角度になっている。また、逆方向に回動させたとき
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の導電接点板４０ａ，４０ｂの接触状態は図９（ｂ）に
示す通りであり、この逆方向のスイッチ操作（機構）に
ついては前述した正方向のスイッチ操作（機構）と回転
方向が異なるだけで、同じ構成であるため、その説明を
省略する。
【００９４】尚、前述した全回動角度、およびクリック
固定されるＯＦＦスイッチ位置は突起部３４ｄが配置さ
れる角度やクリック板５８の溝部５８ｂの位置を変える
ことによって適宜調整可能である。また、前記突起部３
４ｄおよび溝部５８ｂの数や配置位置を変更することに
よって、全回動角度範囲内に複数のクリック固定位置を
設定することもでき、このクリック固定位置に所定の機
能を果たす複数のスイッチ機能を割り付けるようにして
も良い。
【００９５】尚、前記ＯＦＦスイッチ位置はバッテリ型
光源４を内視鏡２に取付けた状態で保管場所に収納し易
いように、光源本体３０が操作部６に対して平行状態に
なる位置としている。
【００９６】また、前記バッテリ型光源４のみでは照明
光量が不足している場合には前記内視鏡２の鉗子挿入口
１７からライトガイドプローブ部１０１を挿通し、ライ
トガイドプローブ部１０１の先端を内視鏡先端まで延出
した状態で、取付部１１３を鉗子挿入口１７に取付け固
定する。この状態でスイッチ部１０９を回転させること
でランプ１０７を点灯し、ライトガイドファイバー１０
３を介して内視鏡先端部まで光を伝送させ、被検体を照
明できる。
【００９７】（効果）本実施形態では内視鏡操作部６と
バッテリ型光源４の接続部１２との接続固定強度を、実
使用におけるスイッチ操作時にかかる力量に対し充分余
裕を持った強固なものとし、さらに、前記バッテリ型光
源４側に設けられ、前記スイッチ操作における回動規制
を行う回転規制部３４ｅを形成する部材の機械的強度
を、前記内視鏡操作部６とバッテリ型光源４の接続部１
２との接続固定強度よりも小さく構成することによっ
て、前記回動規制位置からさらに必要以上の力量でスイ
ッチ操作された場合にはバッテリ型光源４の前記回転規
制部３４ｅが先に破壊して、高価な内視鏡本体側を破壊
することを防止できる。
【００９８】前記バッテリ型光源４は容易に交換可能で
あるため、予備の光源を準備することで、内視鏡装置使
用中に上記部分を破壊させることがあっても、速やかに
対応することが可能である。
【００９９】一方、予備のバッテリ型光源４が無い場合
においても、前記回転規制部３４ｅの部分が破壊した場
合、スイッチ操作ＯＮ位置での回動規制が無くなるだけ
で、照明ランプの点灯、消灯等の主機能には何ら影響が
無いので、検査を続行させることが可能である。
【０１００】また、バッテリ型光源４だけでは照明光量
が足りない症例において、本バッテリー式光源プローブ
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１００を用いることで照明光量を補うことができ、適用
症例の拡大を図ることができる。
【０１０１】［第２実施形態］
（構成）図１２ないし図１４は本発明の第２実施形態に
係わる図であり、図１２はスイッチにおける前記図５で
のＡ－Ａ線に沿って断面した図７に相当するオフ状態の
スイッチ位置を示す説明図、図１３は接続口金およびこ
れにネジ固定された位置きめピンの関係を示す断面図、
図１４は接続口金およびこれにネジ固定された位置決め
ピンの他の形態のものの断面図である。
【０１０２】本実施形態は前述した第１実施形態におけ
るバッテリ型光源４の外装部材３４に形成した突起部３
４ｄに隣接する位置に第２の突起部６５を設けたもので
あり、この点が前述した第１実施形態のものと相違す
る。
【０１０３】この第２の突起部６５は前記舌片２７ａが
案内される回動範囲外、すなわち、舌片２７ａが突起部
３４ｄの回転規制部３４ｅに当接する回動方向側に突起
部３４ｄと隣接して設けられている。したがって、スイ
ッチ操作時のバッテリ型光源４の回動範囲は第１実施形
態の場合と同じである。
【０１０４】また、図１２に示すように、前記第２の突
起部６５の端部は突起部３４ｄの端部より奥まった位置
にあり、クリック板５８には当接しない。この第２の突
起部６５も外装部材３４の一部であり、突起部３４ｄと
同材質である。
【０１０５】さらに、図１３に示すように、接続部１２
の接続口金２７には２本の位置決めピン２６が設けられ
ている。また、接続筒５１のピン受け部２５も前記位置
決めピン２６に対応させて２つ設ける。尚、前記位置決
めピン２６の数はこれに限ることはなく、複数配置して
も良い。このように複数の位置決めピン２６を設ける場
合は図１３に示すように非対象な位置関係に位置決めピ
ン２６を配置することにより、バッテリ型光源４を内視
鏡２に対し逆さに接続することを防ぐことができる。
【０１０６】このような構成にすることで、バッテリ型
光源４と内視鏡操作部６の接続状態におけるスイッチ操
作方向に対するトルクを分散させ、結果的に上記接続部
１２における機械的強度を向上させることが出来る。
【０１０７】また、図１４に示す如く、接続口金２７の
外周面に内視鏡２における操作部６の接続筒５１と係合
する回転規制平面部２７ｂを設けても上記と同様の効果
を得ることが出来る。その他の構成は、前述した第１実
施形態のものに同じである。
【０１０８】（作用）第１実施形態と同様にスイッチ操
作を行う。その際、過大なトルクにより突起部３４ｄが
破損した場合、これに隣接する第２の突起部６５が舌片
２７ａと当接するため、スイッチ動作が規定位置を大き
く越えない範囲で回動規制がかかる。その他の作用は前
述した第１実施形態のものに同じである。
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【０１０９】（効果）本実施形態によれば、１番目の突
起部３４ｄが破損しても２番目の突起部６５で回動が規
制されるため、スイッチ回転規制部３４ｅがいきなり全
壊することがなく、使用中に発生しても、操作を大きく
妨げることが無い。
【０１１０】バッテリ型光源４と内視鏡操作部６のスイ
ッチ操作方向に対する接続強度を向上させることで、突
起部３４ｄの強度を向上させても内視鏡の破壊防止構造
が取れるので、結果、スイッチ操作時の耐強度を全体的
にレベルアップさせることができる。
【０１１１】尚、本発明は前述した各実施形態に限定さ
れるものではなく、他の形態にも適用が可能である。ま
た、前述した説明によれば、以下に列挙する事項および
以下に列挙した事項を任意に組み合わせた事項が得られ
る。
【０１１２】（付記）
１．被写体を照明する照明光を導光するライトガイドの
入射端部を操作部に配置した内視鏡本体と、前記内視鏡
本体の操作部に接続可能に構成され、前記ライトガイド
に照明光を供給する光源を内蔵した光源ユニットと、前
記光源ユニットを前記内視鏡本体の操作部に対して接続
する接続部と、前記接続部に設けられ、前記内視鏡本体
の操作部に対して相対的に回動するように前記光源ユニ
ットを支持する回動案内手段と、前記接続部に設けら
れ、前記光源ユニットを前記内視鏡本体の操作部に対し
て接続したとき、前記内視鏡本体の操作部に位置決めさ
れるストッパ部と、前記内視鏡本体の操作部に対して相
対的に回動する前記光源ユニット側に設けられ、前記ス
トッパ部に突き当てることで前記光源ユニットの前記操
作部に対する相対的な回動終端位置を規制する回転規制
部とを具備し、前記ストッパ部及び回転規制部の少なく
とも一方を形成する部材の機械的強度が前記接続部の接
続強度よりも小さく形成されたことを特徴とする内視鏡
装置。
【０１１３】２．前記光源ユニットを前記内視鏡本体の
操作部に対して相対的に回動させることによって前記光
源の点灯／消灯を切り換える光源スイッチを有すること
を特徴とする付記１に記載の内視鏡装置。
【０１１４】３．前記回転規制部は、前記光源ユニット
の前記操作部との相対的な回動方向に複数配設したこと
を特徴とする付記１に記載の内視鏡装置。
【０１１５】４．前記回転規制部は、樹脂により形成さ
れ、かつ、前記回動ストッパ部は金属より形成されてい
ることを特徴とする付記１に記載の内視鏡装置。
【０１１６】５．前記回転規制部は、前記光源ユニット
を構成する外装部品の一部分である付記１に記載の内視
鏡装置。
【０１１７】６．前記内視鏡本体の操作部と前記光源ユ
ニットの接続は、前記光源ユニット側に設けられた位置
決め用のピン部材と、これに対応する位置で前記操作部
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側に設けられたピン受け部との係合によって相対的な回
動が規制されている付記１の内視鏡装置。
【０１１８】７．前記ピン部材および、これに対応する
前記ピン受け部を複数設けた付記６の内視鏡装置。
【０１１９】８．前記操作部と前記光源ユニットの接続
は、前記光源ユニット側に設けられた平面部と、これが
挿嵌される前記操作部側に設けられた平面部との面合わ
せによって相対的な回動規制を行なっている付記１の内
視鏡装置。
【０１２０】９．前記光源ユニットに内蔵された光源を
点灯させるための電力を供給するバッテリーを前記光源
ユニットに内蔵したことを特徴とする付記１の内視鏡装
置。
【０１２１】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
万一過大力量で光源ユニットの回動操作またはスイッチ
切換え操作が行われても内視鏡本体にダメージを与える
ことが無く、内視鏡本体よりも安価で代替え可能なバッ
テリ型光源が先に壊れるため、損害を最小限に食い止め
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係る内視鏡装置全体を
示す斜視図。
【図２】第１実施形態に係る内視鏡装置におけるバッテ
リ式光源プローブの縦断面図。
【図３】第１実施形態に係る内視鏡装置における内視鏡
の操作部及びバッテリ型光源の接続部の外観を示す説明
図。
【図４】第１実施形態に係る内視鏡装置におけるバッテ
リ型光源の全体を示す斜視図。
【図５】第１実施形態に係る内視鏡装置におけるバッテ
リ型光源のランプ室を主とする部分の長手方向縦断面
図。
【図６】第１実施形態に係る内視鏡装置における内視鏡
の操作部とバッテリ型光源との相対位置の違いによるバ
ッテリ型光源のスイッチ操作の説明図。
【図７】第１実施形態に係る内視鏡装置におけるスイッ
チのオフ状態を示すものであって、（ａ）は図５でのＡ
－Ａ線に沿っての断面図、（ｂ）は図５でのＢ－Ｂ線に
沿っての断面図。 *
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*【図８】第１実施形態に係る内視鏡装置におけるスイッ
チのオン状態を示すものであって、（ａ）は図５でのＡ
－Ａ線に沿っての断面図、（ｂ）は図５でのＢ－Ｂ線に
沿っての断面図。
【図９】第１実施形態に係る内視鏡装置におけるスイッ
チのオン状態での他のスイッチ位置を示すものであっ
て、（ａ）は図５でのＡ－Ａ線に沿っての断面図、
（ｂ）は図５でのＢ－Ｂ線に沿っての断面図。
【図１０】第１実施形態に係る内視鏡装置におけるバッ
テリ型光源の電源回路の構成を示す説明図。
【図１１】第１実施形態に係る内視鏡装置におけるスイ
ッチのクリック機構を構成する部品の分解斜視図
【図１２】本発明の第２実施形態に係る内視鏡装置のス
イッチにおける前記図５でのＡ－Ａ線に沿って断面した
図７に相当するオフ状態のスイッチ位置を示す説明図。
【図１３】第２実施形態に係る内視鏡装置における接続
口金およびこれにネジ固定された位置決めピンの関係を
示す断面図。
【図１４】第２実施形態に係る内視鏡装置における接続
口金およびこれにネジ固定された位置決めピンの他の形
態のものの断面図。
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…内視鏡
４…バッテリ型光源
５…挿入部
６…操作部
１２…接続部
１７…鉗子挿入口
２１…照明ランプ
３２…ランプホルダ
３３…乾電池
３４…外装部材
３４ｄ…突起部
３４ｅ…回転規制部
３５…バッテリ収納部
３６…ランプ室
４０ａ…導電接点板
４０ｂ…導電接点板
４０ｃ…導電接点板

【図２】 【図１３】 【図１４】
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